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ポイント
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○電子処方箋の下記の追加機能について開始予定が2023年10月から
2023年12月以降に延期されました
・ リフィル処方箋への対応
・ 口頭同意による重複投薬等チェックの機能改善
・ マイナンバーカードを活用した電子署名に係る対応
○2024年3月以降に追加される予定の機能として、以下の内容についても
検討されています
・ 医療扶助への対応や院内処方といった他の医療DX取組事項と連携し
た機能拡充 等
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追加機能等導入の当面の全体スケジュール（第2回WG検討会時の案）
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○2023年10月から開始予定であった「リフィル処方箋対応」「口頭同意による重複投薬等チェック」「マイナンバーカー
ドを活用した電子署名」の開始は、システム改修が間に合わないことから2023年12月以降に延期されます

○実装開始の延期と診療報酬改定の後ろ倒しを踏まえてリフィル処方箋等のプレ運用期間も3月末までから5月末ま
でに変更されました

（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋し、加工
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リフィル処方箋への対応
（2023年12月以降開始予定、2024年5月末までプレ運用期間）
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○リフィル処方箋としての電子処方箋の発行を希望する患者は、あらかじめリフィル処方箋としての電子処方箋の受付
に対応している薬局を把握しておく必要があります

○現行の運用では、以下の方法で患者が電子処方箋受付に対応する施設を把握できますが、利便性・正確性の観
点からより良い方法がないかは引き続き検討されます
・ 厚労省HPで対応施設として公表し、患者自身が確認する
・ 施設側が厚労省HPで対応施設として公表されていることを確認して患者に周知する方法
・ 厚労省HPで公表された一覧を、お薬手帳アプリベンダ等が自社アプリ等に反映し、患者自身がアプリ上で把握す
る方法

（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋し、加工 MPSコメント
・この例の場合、A薬局ではリフィル処方箋としての電子処方箋に対応できますが、
B薬局では対応できないため、患者はA薬局で調剤を受ける必要があります

構成員

（保険者）●利用者の利便性を高めていくことが第一でアプリなどで確認できれば非常に便利である
●アプリ等のデジタルな対応だけでなく、対応施設でポスターやステッカーなどの活用も考えてよいのではないか

（薬剤師）●電子処方箋やリフィル処方箋への理解が進んでいない中で患者が判断するのは難しいのではないか
（システム）●患者だけではなく処方医も対応可能な薬局を把握しておく必要がある
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口頭同意について
（2023年12月以降開始予定、2024年5月末までプレ運用期間）
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○現在の運用では、マイナンバーカードによるオンライン資格確認受付時に医薬品情報開示の同意がなければ薬剤
情報の閲覧ができませんが、機能追加により診察時の重複投薬等チェック後の口頭同意でも薬剤情報が閲覧でき
るようになります

（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋

現 在
(医薬品情報開示不可の場合）

機能追加後
（口頭同意がされた場合）

① オンライン資格確認 受付

患者自身による過去の医薬品情報の
開示の意思確認

開示不可の場合
システム上、過去の服薬情報
を確認することができない

③ 処方

電子処方箋管理サービスへの問合せ（重複投薬・併用禁忌の確認）

② 診察

④ 処方箋発行

機能追加
口頭確認で開示承諾

※システム上に記録を残す

MPSコメント
・保険証による受診の場合でも過去の薬剤情報が閲覧できるようになり、電子処方箋のメリットである適正な薬物治療がより進むと考えられます
・構成員からは機能追加に前向きな意見が出ている一方で、医師の圧力で患者が口頭同意を認めてしまう場合があるのではないかとの意見も出されています
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マイナンバーカードを活用した電子署名
（2023年12月以降開始予定、プレ運用期間なし）
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○HPKIカードの発行が遅れている状況を踏まえて導入予定の「マイナンバーカードによる電子署名」機能も「リフィル処
方箋」や「口頭同意」と同じタイミングでの開始が予定されています

○マイナンバーカードを活用した電子署名機能が稼働した後は、認証局の判断によりHPKIカードの発行可否を決めら
れるようになり、カード不足の対応やコスト削減が可能となります

○HPKI申請からカードレス発行までにかかる時間の短縮が見込まれ、医療機関での人事異動等で急遽電子処方箋
対応が必要となった場合の対応などでの対応が円滑化されることも期待されています

（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋し、加工
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医療扶助の電子処方箋対応（2024年3月以降開始予定）
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（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋

○2024年3月から生活保護の医療扶助についてのオンライン資格確認が開始予定であり、電子処方箋も発行でき
るよう対応が行われています
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院内処方の対象薬剤の考え方（検討中、2024年3月以降開始予定）
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（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋

○院内処方情報連携機能について、院内で使用される薬剤の対象範囲が検討されています
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院内処方の対象薬剤の考え方（検討中、2024年3月以降開始予定）
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（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋

○院内処方情報連携機能について、院内で使用される薬剤の対象範囲が検討されています
1.外来患者への医薬品使用 2.入院患者への医薬品使用 3.手術・麻酔部門 4.救急部門・集中治療室
5.臨床検査部門・画像診断部門 6.外来化学療法部門 7.歯科領域

（薬局薬剤師）●外来化学療法でどのような薬剤が投与されてきたかをリアルタイムで把握できることは非常に重要で、1番と6番はぜひ反映していただきたい
（医師）●共有の目的は医師が診察時に処方薬剤を判断する際の参考にすることであり、薬物治療を目的として使用する薬剤を対象とするのが適当である
（病院薬剤師）●外来患者が受けた薬物治療の内容は共有されるべき

●入院時の情報と退院時の情報共有をどのようにしていくかは引き続き議論が必要構成員
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オンライン資格確認用Webサービスの活用（2024年3月以降開始予定）
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（参考）2023年9月27日の電子処方箋等検討WG資料を基に日医工（株）が抜粋

○2024年4月からオンライン診療や訪問診療でもマイナンバーカードを活用したオンライン資格確認ができる仕組みと
してオンライン資格確認用Webサービスが運用開始される予定であり、オンライン診療・訪問診療でも過去の薬剤
情報を閲覧した上での電子処方箋発行ができるようになる予定です

MPSコメント
・医療DXの流れは今後も注力して進められていく中で、可能な範囲で早めに準備されることが重要と考えられます



https://www.nichiiko.co.jp/medicine/oncology-contents/

※MPS資料マスタを使用しないため、貼り付け時は「元の書式を保持」して差し込む

https://www.nichiiko.co.jp/medicine/oncology-contents/
https://www.nichiiko.co.jp/medicine/oncology-contents/
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